
















































図 1は ｢Birthday Party｣のホームの画面である｡ 画面下の2つのボタンが
シチュエーション提示部分で､BirthdayPartyでのプレゼントの受け渡 しの様
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は 本田さん に チョコレー ト を あげました｣､もしくは､｢松下さん
は本田さん にチョコレー ト をあげました｣ではなく､｢松下さんは 本田
さんに チョコレー トを あげました｣であることを示 している｡
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図3 Sentence patern
② HYeS/NOQuestions"および③ "wH Questions"
図4は ■YeS/NOQuestions"の最初の画面である｡ 質間数は12で､学習者は
画面下のボタンを使って練習を行う｡ 質問のスピー ドはノーマルスピー ドであ
る｡ 音声の速さは調節できない｡ここで聴 き取 りに困難を覚える学生は､①の
'■Sentencepatern一かシチュエーション提示場面に戻って確認することができ
る｡
図 5は 一wH QuestionsHの最初の画面で､質間数は15である｡ 学習者は質問
をスキップすることもできる｡ また､続けてそのまま何回も練習を繰 り返すこ
ともできる｡ 質問は常に音声のみで提示される｡ これに対 して学習者はそれに
対応する画面の画像をクリックすることによって応答するようになっている｡
適切な画面がクリックされると､正解が音声で示される｡ 例えば､｢松下さん
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① ｢チョコレー トをあげました｡｣
② ｢チョコレー トをあげました｣
③ ｢チョコレー トを あげました｡｣








本教材は､1994年4月にMacintoshのハイパーカー ドを使用 して作成 したもの
(フロッピーディスク約 6MB)-I)がベースになっている｡ ハイパーカー ドはプ
ログラミングの知識がないものでも比較的用意に教材が作成できるツールで､
















































































あ る｡ ツールバ ーか らwaitア イコンをフロー ラインの
























































しなければな らなか った｡ 特 にMacOSと
Windowsのフォントの対応の問題の解決に一
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MacOSとWindowsは完全に違うos (operationSystem)であるために､同じ
















10=>7 11=>9 12=>10 13=>10 14=>12 16=>12 18=>14 24=>18
36=>28 47=>36 48=>36
･win:'lArial'.=> Mac:.10saka' 7=>10 8=>10 9=>11 10=>12 11=>12
12=>14 13=>14 14=>18 16=>18 17=>24 18=>24 19=>24 24=>36
28=>36 36=>47
上記の例ではMacOSか らWindowsに変換するなら､Macintoshのフォン ト
ー●Osaka"はWindowsのフォン トー■Ariall'に対応を設定 し､Macintoshのテキス ト
サイズ10はWindowsのテキス トサイズ 7に対応 している｡ WindowsからMacOS
に変換する時､Windowsのフォン トー■Arial■-はMacOSのフォン ト■osakat一に対応





テキス ト部分を画像に変換 しなければならない (bitmap化)｡ この画像はDIB
(Device Independent Bitmap)といい､OSとは関係なく一定の大きさを持つ｡
例えば図13の画面には説明文とボタンなどの幾つかのテキス ト部分がある｡ 変
換 したいテキス トを選択 し､編集のメニューからpaste special (Windows)
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の教材を作成できる人間を探すのは容易ではない ｡また､費用もかな りかかる｡
そこで､ハイパーカー ドからAuthorware3Jを使用 しての改訂作業に当たって

















言をいただいた｡ここに深 く感謝の意を表 したい ｡
注
1)schwartz(1988)は､2年半に渡る実験の結果の分析から､言語学習にコンピュ
ータを使用することによって､学習者の不安 (anxiety)をかなり取り除くこと
ができると報告している｡
2)1991年3月にMacintosh のハイパーカードを使用して作成したもの (フロッピー
ディスク約 5MB)に改良を加えたものである｡
3)テーマは ｢聴解力養成を目的とした留学生のための自律学習用教材の開発｣｡
4)AuthorwareVersion4まではMacintoshとWindowsPCの両方共にあるが､version
5はWindowsのみである｡
42 自律学習用cAI教材 HBirthdayParty‖
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